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今年度ももうすぐ終わり…。年度末といえば学生 OL 界一番のお祭り、春インカレ！ 

注目選手インタビュー等はぜひ「インカレ観戦ガイド」をご覧いただくとして、 

「いぶき」ではインカレミドルが開催される滋賀県をちょこっと紹介。 
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今回掲載記事は一部を除き 

以下の会議の内容の抜粋です 

2011 年度第三回幹事会 

 (2012 年 1 月 21 日東京都) 

記事詳細は日本学連の 

ウェブページから 

会議の議事録をご覧ください 

希望が丘文化公園(インカレ会場) 

近くには湖底遺跡もあるとか… 

神の棲む島 竹生島(ちくぶしま) 

家康の家臣、井伊氏のお城 信楽町に行くとたくさんのたぬきが！ 

たぬきの置物が有名 信楽焼 ひこにゃんでおなじみ 彦根城 

滋賀県の定番スイーツ 

 
…といえば、地元では有名な 

クラブハリエのバームクーヘン。 

滋賀県で行われるオリエンテーリング大会で

は必ずと言っていいほど景品に用いられる。 

琵琶湖の大きさは？ 

 
滋賀県といえば琵琶湖！その

面積は実は滋賀県全体の 6 分

の 1。思ったより小さい？ 

この真実、ご当地ヒーロー滋

賀ッツマンも T シャツでアピ

ールに必死のようだ。 

 

 

湖西地区(琵琶湖の西側) 

ガリバーの森 (高島市) 

2000 年度インカレショートテレイン。 

緩やかな片斜面が特徴。 

蓬莱 (大津市) 

こちらも関西では珍しい片斜テレイン。 

テレインから琵琶湖が望める。 

湖南地区(琵琶湖の東側・希望が丘もここ) 

文化ゾーン (大津市) 

2009 年度ウエスタンカップリレー使用。 

細かな尾根沢の山部分とスピーディな公園部

分からなる難テレイン。 

上桐生 (大津市) 

上記ウエスタンカップと 2Days 開催された京

大・京女大大会テレイン。湖南地区特有の細か

な尾根沢の構造が参加者を悩ませた。 

滋賀県南部(三重県との県境付近) 

鹿深 (甲賀市) 

2010 年度ウエスタンカップリレー使用。 

尾根上に水系が走る珍しい里山テレイン。 

あいの土山 (甲賀市) 

1993 年度インカレクラシックテレイン。 

しばらく使用されていなかったが…？？？ 

※テレイン名は通称です。 

ほかにもありますが今回はこの辺で！ 

まだまだあるぞ 滋賀のテレイン 

インカレ観戦ガイド 
インカレ開会式会場等で販売 

有力選手紹介・インタビュー 

各校紹介 などなど！ 

編集後記 

 

少しずつ暖かくなり春のにおいを感じられる

ようになりました。春の訪れとともにやってくる

春インカレ、特に一年生のみなさんはきっとその

迫力、雰囲気に圧倒されるでしょう。そして四年

生の皆さんは学生競技生活の総決算、さまざまな

思いを持って臨まれることでしょう。どんな展開

が繰り広げられるか、私も今から楽しみです。 

さて、今回号のいぶきは私の個人的事情により

当初予定よりも大幅に内容の削減を行うことと

なってしまいました。この場をお借りしてお詫び

申し上げます。 

次回、最終号は充実の内容でお届けできるよう

頑張っていきますのでよろしくお願いします！ 
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http://www.orienteering.com/~uofj/ 

◇お問い合わせ◇ 

shizuoka_chakkiri●yahoo.co.jp (●を@にかえてください) 

ご意見、ご質問等ありましたらお送りください。 

次号予告 (最終号) 

・ミドル＆リレー入賞者等インタビュー 

・一年間を振り返って           など 

(内容は変更することがあります) 

次回は 3月下旬ごろ発行予定です 

渉外部 2012年度よりスタートへ！ 
日本学連幹事会に 2012 年度より新たに渉外部

が設けられることとなりました（予定）。渉外

部では渉外部長および部員が設けられ、矢板は

渉外部長が直轄して管理、その他のテレインに

ついては部員が所属地区のテレインの管理・渉

外を行い、渉外部長がこれらの監督を行うこと

になります。これにより矢板、日光、椛の湖に

ついては使用時の申請方法が統一されること

になります。青山、奥鹿野等の関西地区テレイ

ンについてはこれまで通り関西学連に管理が

委託され関西地区の渉外部が使用時の窓口と

なります。これらについてはインカレ翌日の総

会で承認されれば正式に決定となります。 

 

加盟校支援、日本学連後援大会に新制度設立へ n 
日本学連幹事会では日本学連後援特典として、大会参加者に応じて大会主催校に支援金として

拠出する新制度を設立する方針を固めました。後援の条件として賛助会員割引を主催者に要請

する代わりに、参加した賛助会員一人当たり 1,000 円を大会主催校に給付するものです。日本

学連が加盟校主催大会の開催や新歓等の支援を行うとともに、賛助会員制度の周知を進めるこ

とを目的としています。この制度は 2012 年度からの適用を目指し内容の精査、総会での審議

等が行われる予定です。 

適用条件(案) 

・日本学連後援大会であること 

・日本学連加盟校主催であること 

・賛助会員の参加費を割引すること 

 (一般参加者より 2から 3割ほど) 

・支援金を新歓等に有効活用すること 

以上すべてを満たすもの 

支援内容(案) 

参加した賛助会員一人当たり 

1,000円を大会に支給 

(大会会場で新たに賛助会員になった数も含む) 

※賛助会員 学生 OL界支援のために学生 OB、OG

が日本学連に寄付できる制度。一口 1,000 円で

三口から受付。 

＊日本学連では賛助会員を広く募集しています。みなさまも卒業後は是非登録を！＊ 


